
 
あいコープ放射能自主測定ニュース 

No.52 2012年 11月 3回 

生産者の取り組み 
ー放射能対策をしていますー 丸エビ倶楽部 

出荷する農産物は行政機関や外部

機関で毎週 15 品目程度の検査を実施

してきました。同じ圃場でも、出荷の度に

検査しています。出荷伝票には圃場ナ

ンバーを記入し、いつでもトレースがで

きる仕組み作りを整えています。 

信じた野菜作りは、加害者にならないため 

原発事故直後、空間線量計等の簡易検査

機器を購入し、事務所に簡易検査室も設置し

ました。放射能に関する学習会や意見交換会

には積極的に参加し、除染方法や放射能の

知識を学び、実践してきました。農地へは、セ

シウム吸着資材の散布や、天地返しを行い、

作物への移行を抑える対策をしてきました。 

茨城の農地はなだらかな平野。そのため、圃

場ひとつひとつの中での高低でも、セシウムが

集まるポイントが存在するかもしれないので、詳

細に状況を把握することにも努めています。そ

れは、細かく丁寧な独自の測定スタイルを築

き、限りなく情報提供をすることで組合員さんと

の信頼関係を作りたいと考えているからです。 

最近の丸エビ倶楽部出荷品目について
あいコープ 1次モニタリング検査結果 

（Cs 合計 ＜25Bq/kg を確認しています） 

・こまちん 

・レタス 

・丸エビの紫芋 

・カボチャ 

・根みつば 

・人参（土付） 

・大根 

・キャベツ 

・里芋（土付） 

・カリフラワー 

・カブ 
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…2012/10/17 測定 

…2012/10/24 測定 

 

…2012/11/7 測定 

丸エビ倶楽部生産者  海老沢 衛さん 

丸エビ倶楽部の簡易検査室 


